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創
業
の
精
神
に
新
た
な
意
味
を
付
け
加
え

21
世
紀
への
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う

昭
和
61
年
10
月
、
先
代
社
長
の
あ
と
を
継
い
で
小
楠
倫

嗣
が
第
２
代
社
長
に
就
任
。
先
代
社
長
が
制
定
し
た
社
是
・

社
訓
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
時
代
に
適
し
た
新

し
い
意
味
が
加
え
ら
れ
て
、
新
生
小
楠
金
属
が
走
り
出
し

た
。就

任
後
初
め
て
発
行
さ
れ
た
社
内
報
で
、
新
社
長
小
楠

倫
嗣
は
先
代
社
長
の
偉
業
を
讚
え
な
が
ら
、
改
め
て
社
是
・

社
訓
を
解
説
し
、
そ
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
多
少
長
く
な
る
が
、
社
内
報
か
ら
新
社
長
就
任
の
挨

拶
と
決
意
の
全
文
を
転
載
す
る
。

新
社
長
に
よ
る

新
生
小
楠
金
属
の
ス
タ
ー
ト

昭
和
61
年
〜
平
成
８
年

指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
昨
年
来
の
円
高
・
ド
ル
安
、

そ
し
て
対
米
貿
易
摩
擦
の
厳
し
い
時
期
、
産
業
構
造
の
空
洞
化

現
象
、
全
世
界
不
況
色
の
強
い
こ
の
時
期
に
社
長
交
替
と
い
う

非
常
な
重
責
を
身
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
健
全
な
る
お
取

引
先
の
鈴
木
自
動
車
工
業
（
株
）
・
久
保
田
鉄
工
（
株
）
を
始

め
多
く
の
取
引
先
、
そ
し
て
優
秀
な
る
管
理
監
督
者
、
真
面
目

な
従
業
員
の
皆
様
が
あ
り
、
一
人
一
人
の
協
力
一
致
を
も
っ
て

会
社
運
営
を
し
て
い
け
ば
必
ず
や
こ
の
難
し
い
不
透
明
な
時
代

を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
て
先
代
社
長
の
偉
業
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
20

年
に
た
っ
た
４
人
で
戦
後
の
焼
け
野
原
で
ミ
シ
ン
部
品
の
製
造

に
着
手
し
、
材
料
か
ら
機
械
加
工
、
熱
処
理
、
研
磨
ま
で
一
貫

加
工
を
し
、
お
客
様
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に

対
応
し
て
昭
和
28
年
よ
り
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
、
そ
し
て
４
輪
車

へ
と
飛
躍
し
、
昭
和
43
年
に
は
農
業
機
械
部
品
の
加
工
へ
と
変

革
し
ま
し
た
。
そ
の
間
幾
多
の
難
関
を
突
破
し
現
在
の
小
楠
金

属
を
創
り
上
げ
、
業
界
で
の
揺
る
ぎ
な
い
地
位
、
お
取
引
様
そ

し
て
社
会
に
対
す
る
信
用
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
の

先
進
国
５
ケ
国
蔵
相
会
議
に
よ
り
円
高
・
ド
ル
安
に
な
る
以
前

に
、
２
階
建
工
場
の
改
築
に
着
手
し
、
創
業
以
来
、
最
大
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
本
年
１
月
に
完
成
を
見
ま
し

た
。
工
場
の
中
身
を
こ
れ
か
ら
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
時
で
あ

り
今
後
は
私
達
が
研
鑽
努
力
し
、
り
っ
ぱ
な
企
業
体
質
を
維
持

発
展
さ
せ
て
初
め
て
、
創
業
者
社
長
の
偉
業
、
偉
大
さ
が
、
生

き
て
く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る
に
は
何
と
い
っ
て
も
基
本
に
忠
実
に
、

原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
社
是
・

社
訓
を
見
直
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈
社
是
・
社
訓
〉

誠
実
…
…
真
心
を
こ
め
て
仕
事
に
は
げ
も
う

協
調
…
…
和
を
尊
び
明
る
い
職
場
を
作
ろ
う

向
上
…
…
品
質
能
力
の
向
上
に
努
力
し
よ
う

「
新
体
制
に
な
っ
て
」
　
　

取
締
役
社
長
　
小
楠
倫
嗣

時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
昭
和
61
年
も
残
す
と
こ
ろ

わ
ず
か
に
な
り
毎
日
あ
わ
た
だ
し
い
昨
今
で
す
。
例
年
に
な
く

12
月
に
入
り
暖
か
な
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
創
業
者
前
社
長
が

９
月
２
日
に
逝
去
し
早
や
百
か
日
も
過
ぎ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
生
前
の
功
績
に
感
謝
し
ま
す
。

８
月
28
日
当
社
株
主
総
会
で
皆
様
の
総
意
に
よ
り
代
表
取
締

役
副
社
長
に
な
り
、
そ
し
て
10
月
20
日
に
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
社
以
来
18
年
目
で
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
経
験
不
足
な
私
で
す
が
、
力
の
限
り
を
尽
く
し
、
身

を
粉
に
し
て
会
社
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

誠
実
・
協
調
・
向
上
を
社
是
と
し
て
全
従
業
員
が
一
丸
と
な

り
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
番
目
に
、
各
職
場
・
各
持
場
で
、
誠
心
・
誠
意
・
真
心

を
こ
め
て
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、

毎
日
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
な
わ
ち
作
る
品
物

が
す
べ
て
良
品
で
あ
り
、
早
く
、
安
く
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
２
番
目
に
職
場
・
家
庭
・
友
人
と
の
和
を
尊
び
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
、
明
る
い
職
場
そ
し
て
働
き
が
い
の

あ
る
働
き
易
い
環
境
を
建
設
し
、
全
社
的
な
協
調
体
制
を
確
立

し
て
下
さ
い
。
一
人
一
人
の
力
は
わ
ず
か
で
す
が
、
全
従
業
員

が
同
じ
方
向
に
目
を
む
け
て
協
力
一
致
す
れ
ば
非
常
に
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

第
３
番
目
に
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
活
性
化
、
小
集
団
活
動
に
よ

り
自
己
啓
発
、
相
互
啓
発
を
し
て
全
従
業
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
、
品
質
の
向
上
、
自
己
の
能
力
向
上
に
努
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

（
社
内
報
「
お
ぐ
す
」
20
号
・
昭
和
61
年
12
月
発
行
よ
り
）



昭
和
61
年
、
ナ
ッ
ク
ル
旋
盤
加
工
に
Ｎ
Ｃ
機
を
導
入
、

そ
れ
以
降
Ｎ
Ｃ
武
装
化
が
一
挙
に
進
み
、
省
人
化
を
に
ら

ん
だ
効
率
化
が
加
速
し
て
い
く
。
昭
和
63
年
に
は
Ｎ
Ｃ
制

御
で
従
来
の
４
倍
の
速
さ
を
実
現
す
る
高
速
ギ
ヤ
シ
ェ
ー

パ
ー
を
導
入
。
同
じ
年
、
ロ
ッ
カ
ー
シ
ャ
フ
ト
自
動
歪
取

り
機
を
導
入
し
て
、
歪
取
り
を
自
動
化
し
た
。
翌
年
に
は

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
５
台
導
入
し
、
専
用
機
や
治
具
の
図
面
、
加
工

図
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
平
成
２
年

に
は
、
多
品
種
少
量
生
産
に
対
応
す
る
自
動
搬
送
装
置
を

導
入
し
た
。

ま
た
平
成
３
年
に
は
、
熱
処
理
工
場
に
新
型
ガ
ス
浸
炭

炉
を
２
基
設
置
。
熱
源
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
温
度
と
雰
囲
気
を
制
御
す
る
先
端
技
術
で
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
、
省
力
化
を
追
求
し
た
。
さ
ら
に
２
年

後
の
平
成
５
年
に
は
バ
ン
オ
フ
炉
を
導
入
し
、
熱
処
理
設

備
の
全
自
動
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
製
品
精
度
の
向

上
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
両
立
さ
せ
た
。

昭
和
53
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
段
取
時
間
ゼ
ロ
へ
の
挑

戦
も
、
こ
こ
に
き
て
一
気
に
加
速
し
た
。
ナ
ッ
ク
ル
ス
テ

ア
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
一
部
に
導
入
し
た
小
ロ
ッ
ト
１
個
流

し
の
生
産
ラ
イ
ン
（
第
１
世
代
）
は
、
昭
和
61
年
、
ナ
ッ

ク
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
マ
シ
ン
１
号
機
の
導
入
に
よ
っ
て
第

２
世
代
に
進
化
。
第
１
世
代
が『
マ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
』

す
な
わ
ち
人
手
の
搬
送
に
頼
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
第
２

世
代
は
８
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
結
で
人
手
の
大
幅
削
減
に
成

功
し
た
。
続
い
て
、
平
成
元
年
と
平
成
３
年
に
そ
れ
ぞ
れ

第
３
世
代
、
第
４
世
代
の
全
自
動
無
人
化
ラ
イ
ン
を
導
入
。

第
１
世
代
と
比
較
す
る
と
６
分
の
１
と
い
う
画
期
的
な
省

人
化
を
果
た
し
た
。

急
速
に
成
果
を
現
す

効
率
追
求
の
試
み

省
人
化
と
あ
わ
せ
て
段
取
時
間
の
大
幅
な
短
縮
も
実
現

し
て
い
っ
た
。
昭
和
53
年
当
時
、
シ
ン
グ
ル
段
取
、
す
な

わ
ち
10
分
に
満
た
な
い
一
ケ
タ
台
の
段
取
時
間
を
目
標
と

し
た
の
に
対
し
、
平
成
２
年
に
は
３
分
以
内
の
目
標
を
達

成
。
異
種
の
製
品
を
段
取
な
し
で
流
す
第
５
世
代
、
第
６

世
代
の
全
自
動
化
ラ
イ
ン
が
実
現
す
る
と
、
究
極
の
ゼ
ロ

段
取
に
到
達
し
た
。
特
に
平
成
６
年
に
完
成
し
た
第
６
世

代
の
ゼ
ロ
段
取
ラ
イ
ン
は
、
複
数
の
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
装
置
で
構
成
さ

れ
た
Ｆ
Ｔ
Ｌ
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ラ
イ
ン
）

で
、
加
工
箇
所
や
寸
法
の
変
更
、
設
計
変
更
な
ど
に
柔
軟

に
対
応
。
多
品
種
少
量
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
の
重
要
な
担

い
手
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
ラ
イ
ン
は
製
品
の
種
類
と
量
に
よ
っ

て
使
い
分
け
、
最
も
効
率
良
く
稼
働
す
る
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
別
の
観
点
か
ら
生
産
効
率
の
向
上
を
探

っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ロッカーアーム全自動ライン（機械加工、洗浄、検査、組立）

設計室にはCADを導入し、専用機や治具の設計効率を
向上させるとともに、データベースを構築。

平成３年に導入した新型ガス浸炭炉（上）
と炉に火を入れる｢点火の儀」。

ナックルのFTL（フレキシブル･トラ
ンスファー・ライン）。加工箇所や
設計変更などに柔軟に対応する。



南
工
場
は
敷
地
面
積
３
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
東

西
60
メ
ー
ト
ル
、
南
北
30
メ
ー
ト
ル
の
総
二
階
建
。
１
階

を
機
械
工
場
と
し
、
そ
れ
ま
で
第
一
・
二
・
三
・
四
工
場

に
分
散
し
て
い
た
工
程
を
統
合
し
て
Ｎ
Ｃ
旋
盤
、
フ
ラ
イ

ス
盤
、
Ｎ
Ｃ
ボ
ー
ル
盤
、
歯
切
盤
、
転
造
盤
、
マ
シ
ニ
ン

グ
な
ど
の
設
備
を
効
率
的
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。
２
階
に

は
食
堂
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
備
え
て
職
場
環
境
の
充
実

を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。

南
工
場
が
完
成
し
た
平
成
３
年
は
、
熱
処
理
工
場
に
新

型
ガ
ス
浸
炭
炉
を
設
置
し
、
ま
た
全
自
動
加
工
ラ
イ
ン
を

導
入
す
る
な
ど
、
従
来
に
も
増
し
て
設
備
投
資
に
力
が
注

が
れ
た
。
そ
の
額
、
年
間
５
億
円
ほ
ど
。
し
か
し
独
自
の

技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
、
導
入
効
率
を
優
先
し
た
開
発
を
行

っ
た
た
め
、
通
常
よ
り
も
抑
え
た
金
額
で
効
果
の
高
い
設

備
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

南
工
場
の
建
築
で

業
容
の
拡
大
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

第
三
の
柱
を
求
め

取
引
先
の
拡
大
が
続
く

鈴
木
自
動
車
工
業（
平
成
２
年
10
月
よ
り
ス
ズ
キ
）、
久

保
田
鉄
工
（
平
成
２
年
よ
り
ク
ボ
タ
）
の
両
社
を
取
引
先

の
二
本
柱
と
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
取
引
先
開
拓
が
急
速

に
進
ん
で
い
っ
た
。
昭
和
59
年
の
栃
木
富
士
産
業
と
の
取

引
開
始
に
続
い
て
、
昭
和
61
年
に
は
日
本
軽
金
属
㈱
と
の

取
引
が
ス
タ
ー
ト
。
翌
62
年
に
は
、
電
機
分
野
へ
の
進
出

を
期
し
て
㈱
日
立
製
作
所
と
の
取
引
が
は
じ
ま
り
、
ス
ク

ロ
ー
ル
式
ビ
ル
用
エ
ア
コ
ン
部
品
な
ど
を
製
造
し
て
清
水

工
場
に
納
入
を
開
始
し
た
。

自
動
車
の
高
機
能
化
が
要
請
さ
れ
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
技
術
が
そ
れ
を
実
現
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
先
端
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
支
え
る
複
雑
精
緻
な
機
械
加
工
の
ニ

ー
ズ
が
発
生
し
た
。
当
社
は
こ
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、

昭
和
63
年
に
は
、
鳥
羽
神
鋼
電
機
㈱
に
納
入
す
る
Ａ
Ｂ
Ｓ

（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
）の
モ
ー
タ
ー
シ
ャ

フ
ト
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
２
年
か
ら
は
日
本
精
工

㈱
と
の
取
引
が
は
じ
ま
り
、
電
動
パ
ワ
ス
テ
の
部
品
生
産

を
開
始
し
た
。
ま
た
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
品
や
ダ
イ
カ
ス
ト

品
の
２
次
加
工
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
、
旭
日
産
業
㈱

と
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
へ
の

納
入
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

自
動
車
部
品
か
ら
農
業
機
械
部
品
へ
と
対
象
分
野
を
広

げ
た
当
社
は
、
新
た
な
市
場
を
求
め
な
が
ら
も
、
自
動
車

部
品
分
野
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
下
げ
、
現
在
、
機
能
部
品
の

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
道
を
探
り
つ
つ
あ
る
。

平
成
２
年
か
ら
３
年
に
か
け
て
は
、
軽
四
輪
車
の
枠
拡

大
に
よ
る
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
、
自
動
車
の
生
産
量
が
回

復
し
、
二
輪
車
の
生
産
も
順
調
に
推
移
し
た
。
そ
の
追
い

風
を
受
け
て
当
社
の
受
注
量
も
増
え
、
さ
ら
な
る
効
率
追

求
を
目
指
し
て
、
新
た
に
南
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。

相
次
ぐ
取
引
先
の
開
拓
で
、
技
術
と
生
産
力
を
拡
充
す
る

必
要
性
に
も
迫
ら
れ
て
い
た
。

南工場の完成式典。操業の無事と小楠金属の繁栄を祈って玉串を供える。

南工場の全景。
昭和40年完成の独身寮「楠寮」を取り壊し、その跡地に建設した。

新たな取引先を得て生産開始したエアコン用
オルダムリング(右）とABSモーターシャフト



平
成
４
年
、
当
社
は
浜
名
湖
国
際
頭
脳
セ
ン
タ
ー
に
発

足
し
た
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
会
に
参
加
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
生
産
管
理
の
有
効
性
を
模
索
し
は
じ

め
た
。
こ
の
研
究
会
は
翌
々
年
の
平
成
６
年
に
、
生
産
実

績
収
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
開
発
。
当
社

は
ナ
ッ
ク
ル
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
一
部
に
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
成
果
を
確
認
す
る
と
、
順
次
他
の
ラ

イ
ン
に
も
導
入
し
て
い
っ
た
。

頭
脳
セ
ン
タ
ー
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
会
は

翌
年
、
さ
ら
に
機
能
を
充
実
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ⅱ
を
開

発
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
正
確
な
デ
ー
タ

の
把
握
や
設
備
停
止
の
要
因
解
明
が
一
層
容
易
に
な
っ
た
。

ま
た
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
自
動
的
に
日
報
フ
ァ
イ

ル
が
作
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
手
書

き
日
報
を
廃
止
し
た
。

現
在
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ⅱ
は
、
二
輪
フ
ォ
ー
ク
ギ
ヤ
シ
フ

ト
切
削
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
合
計
13
ラ
イ
ン
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
各
ラ
イ
ン
の
端
末
で
表
示
お
よ
び
入
力
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

昭
和
63
年
、
情
報
技
術
の
進
歩
を
背
景
に
、
そ
の
活
用

を
競
争
力
の
強
化
に
結
び
付
け
よ
う
と
、
鈴
自
協
（
現
ス

ズ
キ
協
）
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
鈴
自

協
標
準
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
が
始
ま
っ
た
。
当
社
は
こ
の

モ
デ
ル
工
場
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
ス
ズ
キ
お
よ
び
協
力
企

業
間
を
結
ん
で
、
受
注
か
ら
生
産
管
理
、
出
荷
ま
で
を
一

括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

モ
デ
ル
工
場
と
し
て
当
社
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
シ
ス

テ
ム
を
検
証
し
て
誤
り
を
正
す
こ
と
だ
っ
た
が
、
デ
ー
タ

の
収
集
に
不
慣
れ
な
こ
と
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の
誤
り

に
翻
弄
さ
れ
て
、
導
入
直
後
は
困
難
な
時
期
が
続
い
た
。

し
か
し
、
全
社
へ
の
啓
蒙
活
動
や
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
で
は
資
材
所
要
量
計
画

や
生
産
計
画
、
機
械
負
荷
計
算
等
の
標
準
シ
ス
テ
ム
が
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ズ
キ
だ
け
で
な
く
、
ク
ボ

タ
と
の
間
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
伝
達
を
実
現
し
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

受
注
・
生
産
・
納
品
管
理
と

設
備
稼
働
率
の
向
上
支
援

スズキ協標準システムのターミナルとなった
コンピュータルーム

浜名湖国際頭脳センターが開発した「POTATO」の機能を
説明する社内報告会。

国
際
化
時
代
を
背
景
に

海
外
か
ら
の
労
働
者
を

受
け
入
れ

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
好
況
期
に
は
海
外
か
ら
多

く
の
労
働
者
が
流
入
し
、
国
内
労
働
力
の
需
要
と
供
給
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
。
特
に
浜
松
近
辺
に
は
、
日
系
外
国

人
が
大
量
に
押
し
寄
せ
、
平
成
４
年
３
月
末
時
点
の
浜
松

市
在
住
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
６
１
３
２
名
。
こ
の
数
は
浜
松
市

の
人
口
の
１
％
以
上
に
も
の
ぼ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
社
は
平
成
２
年
か
ら
外
国

人
労
働
力
の
採
用
を
は
じ
め
た
。
他
企
業
に
お
け
る
外
国

人
労
働
者
の
不
法
就
労
や
、
劣
悪
な
職
場
環
境
が
社
会
問

題
化
す
る
な
か
、
当
社
は
賃
金
や
生
活
環
境
な
ど
を
国
内

の
季
節
労
働
者
と
同
等
に
し
て
彼
ら
の
有
効
活
用
を
は
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
外
国
人
労
働
者
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
、

平
成
３
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
か
ら
視
察
団
が
来
社
し

た
。
工
場
内
や
外
国
人
労
働
者
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
た
新

設
の
独
身
寮
「
Ｏ
Ｋ
Ｋ
パ
レ
ス
」
を
見
学
し
、
整
っ
た
居

住
環
境
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

ブラジル人労働者の実態を把握しようと当社を訪れた
ブラジル大使館員。



再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

Ｑ
Ｃ
活
動

現
在
に
続
く
大
き
な
う
ね
り

小
楠
倫
嗣
が
２
代
目
社
長
に
就
任
し
て
以
来
、
Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
の
活
動
が
一
気
に
活
性
化
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
に

先
だ
っ
て
昭
和
57
年
に
は
す
で
に
、
職
制
で
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク

ル
が
再
発
足
。
製
造
部
門
で
ふ
た
つ
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
成
功
を
基
礎
と
し
て
全
社
的
に
導
入
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

２
年
後
の
昭
和
59
年
に
は
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
委

員
会
を
つ
く
り
、
60
年
か
ら
は
年
２
回
の
社
内
大
会
を
開

催
。
鈴
自
協
（
現
ス
ズ
キ
協
）
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
大
会
に
参

加
し
て
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
着
実
に
実
績
を
重
ね
て

い
っ
た
。
昭
和
63
年
に
は
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
に
当
社
の
独
自

性
を
盛
り
込
も
う
と
名
称
を
公
募
。
オ
グ
ス
サ
ー
ク
ル
を

は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
名
前
が
寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
、「
Ｇ
Ｏ

サ
ー
ク
ル
」
と
い
う
名
称
が
採
用
さ
れ
、
現
在
も
使
わ
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
の
Ｇ
Ｏ
は
、「
限
り
な

く
前
進
す
る
」
の
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
と
と
も
に
、
創
業
社
長

小
楠
剛
一
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
Ｇ
Ｏ
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
当
社
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
は
、
先
代
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

活
動
と
し
て
改
め
て
位
置
付
け
ら
れ
、
浸
透
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

海
外
へ
の

技
術
支
援
体
制
が
整
う

平
成
２
年
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
技
術
研
修
生
の
受

け
入
れ
が
は
じ
ま
っ
た
。
数
百
名
の
希
望
者
の
な
か
か
ら

日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
の
選
考
に
パ
ス
し
、
さ
ら
に
通

産
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
海
外
技
術
者
研
修
協
会
の
審
査

を
経
て
選
ば
れ
た
優
秀
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
が
、
毎

年
２
名
ず
つ
、当
社
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
平
成
６
年
に
は
、
イ
ン
ド
の
サ
ク
テ
ィ
ー
シ
ュ
ガ

ー
（
Ｓ
Ｓ
）
社
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
技
術
援
助
を

開
始
し
た
。
同
社
は
ス
ズ
キ
の
現
地
合
弁
企
業
で
あ
る
ス

ズ
キ
イ
ン
ド
マ
ル
チ
社
に
ナ
ッ
ク
ル
や
ブ
レ
ー
キ
ド
ラ
ム

な
ど
を
納
入
し
て
お
り
、
当
社
は
技
術
や
設
備
、
製
造
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
の
援
助
を
買
っ
て
出
た
。
Ｓ
Ｓ
社
は
砂
糖
の

生
産
が
70
％
以
上
を
占
め
る
企
業
で
、
多
角
化
の
一
環
と

し
て
鋳
造
と
切
削
加
工
を
手
掛
け
て
お
り
、
イ
ン
ド
国
内

の
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
と
ら
え
て
、

自
動
車
分
野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
早
急
に
必
要
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

ま
た
翌
年
に
は
当
時
の
労
働
大
臣
で
あ
る
近
藤
鉄
雄
氏

が
来
社
。
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
労
働
大
臣
が
初
め
て
視

察
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

平
成
４
年
当
時
当
社
に
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
20
名
、
ペ

ル
ー
人
２
名
の
合
わ
せ
て
22
名
が
お
り
、
彼
ら
と
直
接
話

を
し
た
大
臣
は
「
日
系
外
国
人
の
方
は
皆
、
満
足
し
て
明

る
く
働
い
て
い
る
よ
う
だ
。
特
に
外
国
人
だ
か
ら
と
い
っ

て
特
別
扱
い
し
な
い
小
楠
金
属
の
方
針
に
は
印
象
づ
け
ら

れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

同
じ
年
、
当
社
で
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
６
名
を
加
え
た

サ
ッ
カ
ー
部
「
Ｏ
Ｋ
Ｋ
ゾ
ン
ビ
」
が
発
足
。
こ
と
ば
の
壁

を
越
え
た
文
化
交
流
が
注
目
を
集
め
た
。

外国人労働者実態視察のため、労働大臣来社。
（近藤鉄雄氏　平成4年当時）
静岡県日中友好協議会を介して、中国浙江省
から工場見学団が来社。（右）

ブラジル人従業員もメンバーに含むサッカー
チーム「OKKゾンビ」。

活発に活動する社内QCサークルの発表会



■
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の
基
本
方
針

・
全
員
参
加
の
活
動
で
『
災
害
ゼ
ロ
、不
良
ゼ
ロ
、故
障
ゼ
ロ
』

に
挑
戦
し
、
設
備
総
合
効
率
の
極
限
を
追
求

・
設
備
で
品
質
を
作
り
込
み
、
使
い
易
い
良
い
設
備
づ
く
り

・
設
備
に
強
い
人
材
の
育
成
と
人
間
の
能
力
を
最
高
に
発
揮

・
働
き
が
い
の
あ
る
、
ま
た
活
気
の
あ
る
職
場
づ
く
り

全
員
参
加
の
生
産
保
全
活
動

Ｔ
Ｐ
Ｍ
が
ス
タ
ー
ト

平
成
元
年
11
月
、
定
例
の
Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
大
会
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｍ
導
入
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
生
産
シ
ス

テ
ム
の
効
率
化
を
極
限
ま
で
追
求
し
よ
う
と
い
う
Ｔ
Ｐ
Ｍ

が
、
こ
の
時
か
ら
当
社
の
全
体
活
動
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
、
提
案
制
度
と
合
わ
せ
た
３
本
柱
で
企
業

力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
、
周
辺
企
業
が
相
次
い
で
Ｔ
Ｐ
Ｍ
を
導
入
し
、

故
障
や
不
良
の
低
減
と
職
場
環
境
の
改
善
の
両
面
か
ら
目

覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
社
の
動
き

に
追
い
付
き
、
追
い
越
す
た
め
の
、
従
業
員
意
識
の
向
上

に
力
が
注
が
れ
た
。

Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
大
会
で
発
表
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｍ
導
入
キ
ッ

ク
オ
フ
宣
言
の
中
か
ら
、
基
本
方
針
を
抜
粋
す
る
と
―
―

昭
和
か
ら
平
成
へ
の
変
わ
り
目
は
、
バ
ブ
ル
景
気
と
呼

ば
れ
た
好
況
期
か
ら
、
そ
の
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
構
造
不

況
へ
と
、
経
済
環
境
が
大
き
な
振
幅
を
描
い
て
揺
れ
動
い

た
。
こ
の
不
透
明
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
当
社
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
積
極
的
な
設
備
投
資
で
生
産
合
理
化
を

追
求
す
る
一
方
、
全
社
挙
げ
て
の
活
動
を
推
進
。
『
き
つ

い
・
き
た
な
い
・
き
け
ん
』
の
３
Ｋ
と
言
わ
れ
、
若
者
を

中
心
に
製
造
業
離
れ
が
進
む
な
か
、『
ク
リ
ー
ン
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
の
３
Ｃ
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
企
業
と
し
て
の
成
長
と
職
場
環
境
の
改
善
・

洗
練
を
、
強
力
に
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
３
Ｃ

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

１
　
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
ク
リ
ー
ン
）

き
れ
い
な
職
場
づ
く
り

気
持
ち
良
く
仕
事
を
す
る

２
　
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

創
造
的
な
心
、
考
え
を
持
つ

改
善
の
目
、
考
え
を
持
つ

３
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

職
場
、
会
社
全
体
の
情
報
の
伝
達
を
良
く
す
る

何
で
も
話
の
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
す
る

小
集
団
活
動
の
活
性
化

Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
は
毎
年
目
標
を
高
く
し
な
が
ら
活
発
に

活
動
し
た
。
そ
の
頂
点
を
き
わ
め
た
の
が
、
平
成
３
年
の

全
ス
ズ
キ
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
世
界
大
会
へ
の
出
場
で
あ
る
。

こ
の
大
会
に
は
国
内
の
15
サ
ー
ク
ル
と
海
外
14
カ
国
20
サ

ー
ク
ル
が
参
加
。
い
ず
れ
も
各
地
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
大
会

で
選
抜
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
当
社
は
ス
ズ
キ
協
加
盟
企
業

84
社
の
代
表
と
し
て
招
待
さ
れ
発
表
し
た
。
こ
の
時
の
発

表
テ
ー
マ
は
「
工
具
管
理
の
パ
ソ
コ
ン
化
」
で
あ
っ
た
。

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
と
並
ぶ
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
改
善
活
動
と

し
て
は
、
提
案
制
度
が
平
成
元
年
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「
１
・
１
・
１
作
戦
」
と
名
付
け
ら
れ
た
提
案
制
度
に
は
、

『
１
個
で
も
多
く
、
１
秒
で
も
速
く
、
１
円
で
も
安
く
品
物

を
作
ろ
う
』
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
従
業
員

一
人
当
た
り
月
２
件
の
提
案
が
目
標
で
あ
る
。「
１
・
１
・

１
作
戦
」
の
立
ち
上
げ
時
に
は
、
そ
の
早
期
の
浸
透
を
期

し
て
キ
ッ
ク
オ
フ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
最
初
の
１

件
を
提
案
し
た
従
業
員
全
員
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
配
布

し
た
。
そ
の
後
も
社
内
報
に
提
案
例
を
連
載
す
る
な
ど
、

啓
蒙
活
動
が
続
い
て
い
る
。

全スズキQCサークル世界大会に参加。
スズキの鈴木社長とともにカメラにおさまった。

そ
れ
ま
で
に
も
、〈
整
理
〉、
〈
整
頓
〉、
〈
清
掃
〉、
〈
清

潔
〉、
〈
躾
け
〉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
５
Ｓ
運
動
で
、
社
内

環
境
の
改
善
と
生
産
効
率
の
向
上
が
は
か
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
運
動
が
発
展
し
、
新
た
に
設
備
ロ
ス
の
徹
底
排
除
を

目
標
と
す
る
体
質
改
善
運
動
と
し
て
、
新
し
い
時
代
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平成元年にキックオフ
宣言したTPM活動は、
発表会や技能コンクー
ルなど多彩な活動実績
を残している。



平
成
７
年
、
創
業
50
周
年
を
翌
年
に
控
え
た
こ
の
年
、

当
社
は
企
業
の
顔
で
あ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
変
更
し
、
新
た

な
時
代
に
踏
み
出
す
準
備
を
開
始
し
た
。
戦
後
間
も
な
い

バ
ラ
ッ
ク
小
屋
の
時
代
に
、
急
ご
し
ら
え
で
し
つ
ら
え
た

Ｏ
Ｋ
Ｋ
の
看
板
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
近
く
の
時
が
過
ぎ
て
、

Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
と
い
う
５
文
字
が
当
社
を
象
徴
す
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
、
ひ
た
す
ら
誠
実
に
良
い
も
の
を
作
ろ
う

と
し
た
、
努
力
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
事
実
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
改
め
て
新
し
い
時
代
の
飛
躍
を
期

す
次
第
で
あ
る
。

創
業
50
周
年

半
世
紀
の
足
跡
を
振
り
返
り
、

新
た
な
飛
躍
の
時
を
迎
え
る

翌
年
、
南
工
場
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
２
階
に

食
堂
を
配
し
て
、
働
き
や
す
い
環
境
を
充
実
さ
せ
た
。
特

に
食
堂
は
メ
ニ
ュ
ー
が
選
べ
る
よ
う
に
し
、
で
き
た
て
の

温
か
い
食
事
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
４
年
に
は
浜
松
市
坪
井
町
の
浜
松
共
同
団
地
南
西

側
に
約
９
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
取
得
し
て
、

坪
井
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
と
球
技
場

１
面
を
設
け
、
社
内
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
空

間
が
で
き
た
。
同
じ
年
、
社
有
艇
と
し
て
ク
ル
ー
ザ
ー
を

購
入
。
小
楠
金
属
の
「
楠
」
を
英
訳
し
て
「
カ
ン
フ
ァ
ー

ト
リ
ー
号
」
と
名
付
け
た
。

国
際
化
経
済
の
進
展
を
背
景
に
、
地
球
的
な
ス
ケ
ー
ル

で
思
考
す
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
、
昭
和
62
年
か
ら
は
青

年
リ
ー
ダ
ー
海
外
研
修
も
ス
タ
ー
ト
。
社
内
で
は
英
会
話

教
室
も
は
じ
ま
り
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
や
、
海
外
工
場

の
視
察
な
ど
に
備
え
は
じ
め
た
。

静
岡
経
済
研
究
所
「
経
済
月
報
」
の
平
成
３
年
２
月
号

に
小
楠
倫
嗣
が
寄
せ
た
文
章
は
、
こ
の
前
年
か
ら
始
ま
っ

た
大
掛
か
り
な
福
利
厚
生
の
充
実
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
２
年
、
そ
れ
ま
で
の
独
身
寮
が
老
朽
化
し
、
新
た

な
独
身
寮
を
新
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
社
は
大
手
企
業

並
の
設
備
を
目
指
し
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
形
式
の

寮
と
す
る
こ
と
を
決
定
。
10
年
以
上
は
陳
腐
化
し
な
い
よ

う
に
と
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ミ
ニ
キ

ッ
チ
ン
や
冷
暖
房
装
置
、
衛
星
放
送
の
受
信
設
備
や
電
話

な
ど
を
取
り
付
け
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
す
る
若
者
気

質
を
汲
ん
で
電
子
ロ
ッ
ク
の
施
錠
と
し
た
。

好
景
気
を
反
映
し
て
依
然
人
手
不
足
が
続
く
な
か
、
首

都
圏
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
学
生
な
ど
を
確
保
し
入
社
後
の
定

着
を
良
く
し
よ
う
と
、「
蟹
が
甲
羅
を
脱
ぐ
よ
う
に
」
一
念

発
起
し
た
の
で
あ
る
。

新
築
の
独
身
寮
「
Ｏ
Ｋ
Ｋ
パ
レ
ス
」
は
３
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
４
８
５
平
方
メ
ー
ト
ル
。
６
畳
間
を
基
本
と

し
た
独
身
者
用
の
部
屋
が
36
室
と
、
２
Ｄ
Ｋ
８
室
、
そ
れ

に
地
域
に
開
放
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
の
全
45
室
か

ら
成
り
、
駐
車
場
も
設
け
た
。「
高
級
社
宅
」と
い
う
冠
つ

き
で
新
聞
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
見
学
者
が
後
を
断
た

な
い
状
態
だ
っ
た
。

「
蟹
が
甲
羅
を
脱
ぐ
よ
う
に
」

福
利
厚
生
の

目
覚
ま
し
い
充
実

昔
か
ら
「
蟹
は
甲
羅
に
似
せ
て
穴
を
掘
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

分
相
応
な
自
分
の
能
力
に
応
じ
た
住
ま
い
を
作
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
蟹
も
成
長
し
大
き
く
な
れ
ば
脱
皮
し
、
更
に
大
き
な

穴
を
掘
り
ま
す
。
企
業
に
お
い
て
も
従
来
の
固
定
観
念
や
古
い

考
え
で
は
成
長
・
発
展
が
出
来
ま
せ
ん
。
現
代
若
者
の
気
風
を

先
取
り
し
な
け
れ
ば
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

｢小楠｣の｢楠」を英訳して命名した社有艇「カンファートリー号」。

南工場２階の食堂では、栄養バランスに
配慮した温かい食事が用意されている。


